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九州地方の砂丘地は,玄海灘 ･周防灘に面した海浜,国零半島東部海岸,宮崎平野,薩摩半島西海

岸,大隅半島東海岸などに分布している.

砂丘地の土壌は,別の項で述べるように,粗粒質土壌で,保水性は小さく,透水性が極めて大きい

ため,干魅時には過千のおそれが多 く,また風蝕のおそれ もある.か ような土壌の物理的特性によ

り,砂丘地の一部は松の防風林とな り,また一部は畑地として利用され,大半は不毛地である.たと

えば宮崎平野では日向灘に面した海岸線に延長 60km に及ぶ砂丘地が散在 し, その総面積は 5,900

hal)で, もっとも内側の 3,100ha(宮崎県地力保全基本調査2)によると 1,300ha)は耕地として利用

され,それに続いて 1,700haの林地と,さらに海に面した 1,100haの不毛地が続いている.宮崎市

周辺の耕地ではビニール-ウスを用いたキュウリ, ピーマン,スイカなどの施設栽培が盛であるが,

今後砂丘地の利用を積極的に推進する上で,土壌保全および農業的開発の立場から,草地としての機

能を充分に把握することも必要である.

九州の低標高地は寒地型牧草の夏枯れがひどく,バヒアグラス (PaspalumnotatumFLUGGE)はこ

れにかわる牧草としてすぐれている.しかし九州地方におけるバヒアグラス草地の牧養力および家畜

生産性に関する研究は数少なく,これまで主として農林水産省九州農業試験場畜産部 (熊本県菊地郡

西合志町)3.4.5)および宮崎県総合農業試験場酪農支場 (宮崎県西諸県郡高原町)6)において実施された.

しかし,これら機関の供試草地土壌は,いずれも九州丘陵地や台地に広 く分布する黒ボク土で,その

土壌の理化学性は砂丘地に分布する砂丘未熟土と著しく相違する.

宮崎大学農学部附属住吉牧場は日向灘に面する砂丘地に位置し,1975年以来場内の耕地および林地

をバヒアグラス草地に造成し,その草地に成雌乳牛が毎年5月から10月までの6か月間,輪換放牧さ

れている.そこで本調査研究は,住吉牧場のバヒアグラス草地において牧場業務としての草地利用管

理体系のもとで,砂丘地におけるバヒアグラス草地の牧養力を把握し,あわせて同牧草の栄養価の季
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節変化を知るために実施した.

調 査 方 法

1. 調査場所 宮崎大学農学部附属住吉牧場 (宮崎市大字島之内).

2. 調査期間 1977年から1979年までの3か年間,毎年5月から10月までの6か月間.

3. 調査草地 牧場内に造成されているバヒアグラス草地 6.811a(9牧区に分割)のうち,1975年

に耕地に造成された牧区 ｢Ⅰ-3｣(1.47ha)を調査草地として供試し,牧草の生産量および採食草量

を調査した.牧区内に10個のプロテクトケージ (大きさ 1m2) を設置し,毎回の放牧終了時にケージ

内外の牧草を刈取った.

4. 放牧の記録 バヒアグラス草地の9牧区について,放牧日,放牧頭数,放牧時間および管理作

業が牧場の乳牛飼育担当者によって記録された.

5. 分析用試料の採取と調製 5月から10月の放牧期間中,毎月上,中,下旬の3回, 9枚区を

対象に放牧開始直前の牧区から,牧草を地上 10cmの高さで採取し,直ちに熱風乾燥器に入れ,最初の

1時間は 90oC,その後は 70oC で約24時間乾燥した.風乾試料はウイレ-型粉砕機で 1mm のフル

イを通るように粉砕し,飼料の一般成分の分析に供した.｢卜 3｣牧区から採取した牧草は,上記と

同様の方法で乾燥し粉砕したあと,細胞壁構成成分と Caおよび Pの定量ならびに invl'tro有機物

消化率 (消失率)の測定に用いた.なお一般成分以外の測定は,1978年と1979年の両年次についての

み行った.

6. 化学分析 飼料の一般成分の定量は常法7)により,細胞壁構成成分のうち NDF と ADFは原

法を一部改変した Kawamaraらの方法8)により, リグニンおよび粗珪酸は掘井 ･阿部の方法に準拠し

た川村らの方法9)により分析した.Caは原子吸光分析により,Pは KitsonandMellonの方法10)で

定量した.

調査結果と考察

1. 砂丘土壌の理化学的性質

この調査研究は,砂丘地に造成されたバヒアグラス草地の牧草生産量を把握することが 1つのねら

いであるから,砂丘地土壌の理化学的性質を一般的に表 1に記し,あわせて宮崎県下に広 く分布しバ

ヒアグラスの栽培もみられる霧島山寛の黒ボク土壌と対比した.

宮崎県の沿海砂丘地の砂丘未熟土は,内灘統 (宮崎県土壌銃は村角統)として分類され,また西諸

県郡高原町一帯の黒ポク土は,四家銃として分析されている.

砂丘未熟土は海砂を母材とするため砂質で,土性が粗 く,耕地として利用されている畑地でも土層

の分化は弱く,腐植の集積は少ない.砂丘未熟土は固相率が約50%と大きく,一方黒ボク土は固相率

が小さく,孔隙率が高い.炭素率は砂丘未熟土より黒ボク土が著しく高い.置換性塩基炉の含量は両

土壌とも少ないものが多 く,肥沃度は共に低い.

砂丘未熟土は黒ボク土にくらべて保肥力が小さく,保水性は小さく,透水性は特に大きく,したが

って土事は乾燥しやす く干害のおそれも大きい.
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表1 砂丘未熟土の理化学的性質2)

蒜 ､｣ 讐l砂丘未 熟土 l黒ボク土

土 性 ILS(S-LS) lSL(L-SL)

容 (g/lam.)重 1143(115-147)1102(95-120)

固 相 147.8(36-47.8)l29.2(14.7-36.6)

液 相l17.5(13-204)l24.6(16.1-51.6)

気 相 l34.7(32.8-49.1)146.2(30-53)

孔 隙 量 (%)l52.2(53.2-64.0)l70.8(63.4-85.3)

荏) 代表値と (数値の幅)を示す.

蒜 ｢-竺讐l砂丘未熟土 J黒ボク土

pH(H20) l7.0(5.5-7.4)l 5.8(5-6.1)

置換 酸 度 (yl)I0.4(0.3-1.1)A0.6(0.3-2.5)

全 炭 素 (%)rO･75(0･25-3･87)l3･58(1･42-5･76)

全 窒 素 (%)10.06(0.04-0.15)10.49(0.13-0.60)

CEC(me/100g))5.6(3-8.ll) :38.9(5.5-38.9)

CaO l132(64-266) 1136(13-329)

MgO l 2(2-38) l 5(3-63)

K20 1 15(4-70)

石灰飽和度(%)J82･2(37･7-156･1)(12･4(3･7-73･5)
有効態リンサン(mg) 3(2-21)

リン酸親収係数
(mg) リ 竺竺 二竺

1456(924-2916)

2. 住吉牧場における夏期の気温と降水量

図1に気温と降水量を示した.

気温からみた暖地型牧草の適応地帯は,年平均 14oC以上,夏期 20oC以上が4か月以上とされて

いる11).また夏期高温時に旬の降水量が 50mm 以下の とき寒地型牧草の干害が誘発される12)が,こ

の事は暖地型牧草の生育に対しても影響を及ぼすものと考えられる.

住吉牧場の午前9時の気温が 20oCに達する時期は5月中旬であ り,20oC以下に下る時期は10月

中旬で,この6か月間のうち7, 8月は 30oC近 くに上昇する.降水量は年によってその月別分布が

大きく変わっている.一般に6月から7月初めまでの降水量は多いが,1978年はこの時期の降水量が

他の年よりも少なかった.梅雨明けから8月にかけて降水量は一般に少なく,旬の降水量が50mmを

割ることは1977年にしばしばおこり,また1979年の7月下旬から8月上旬にもみられた.

3. 調査牧区の放牧カレンダー

バヒアグラス草地 6.8haは9枚区に分割され (1枚区面積 0.4-1.5ha), ホルスタイン種乳牛の

搾乳牛と乾乳牛20-30頭が1群として, 5月から10月までの期間,毎日朝の搾乳後から4-6時間,

輪換方式で放牧された.かような放牧利用のもとで,調査牧区における1977年から1979年までの各年

次の放牧カレンダーは図2のとおりであった.

乳牛が各牧区に入牧するときの牧草の草丈と,出牧 (他の牧区-転牧)するときの残食草の草丈は

表4に示すとおりて,放牧全期間の平均草丈はそれぞれ 26cm と 12cm であった. 調査牧区の輪換

回数 (放牧回数)は8-10回,.1回の滞牧日数は2-7日,放牧 (滞牧)延 日数は35-45日であった･

1日の平均放牧頭数は1977年の23.6頭から1979年の25.7頭までの範囲で,放牧全期間の放牧延時間

(1日の放牧時間×放牧延頭数)は1977年の3,812時間から1978年の6,248時間の範囲であった.放牧
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図 1 住吉牧場の気温と降水量 (1977-1979)

｢ト旦 5 6 7 8 9 10
1977 ○I l 一 l∇ ○ ll llI

1978 ○ll ■∇OILv■○ O-■一

放牧延時間

3,812時間

年 l和 訳 Ltil臥 ITrt71人H臥 l放牧頭数放

1977 l 10回 l 35日 l 23.6頭

輪 換 回 数 l滞 牧 日数

1978 1 10 1 45 1 24.8

1979 1 8 1 36 1 25.7 1 4,889

荏) 牧区面積ー1.47ha

図 2 調査牧区の放牧カレンダー
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の間隔 (牧区の回帰日数)は,1977年は比較的等間隔であったが,1978年には7月下旬から9月にか

けて可成 り短縮された.一万1979年の8月から9月の期間においては延長された.かような放牧間隔

の年次間差異は,牧区に乳牛が入牧する時の草丈はほぼ一定しているから,牧草の生育速度の影響に

よるものである.

牧草地への施肥は,4月初旬に 10a当た り概ね苦土石灰 40kg, 乾燥鶏糞 34kg, 化成肥料 (10:

7:8)36kg,放牧期間中に尿素 30-45kgが施用され,掃除刈 りは7-8月に1-2回実施された.

4. 牧草生産量とその季節分布

調査牧区の牧草生産量とその月別構成割合を表2に示した.

表 2 バヒアグラス放牧草地の生産量 (10a当たりkg)

生 草 l乾 物

平 均

生 草 l乾 物 生 草 l乾 物 生 草 乾 物

乾物生産
月別構成比

(%)

259 1 515

7 1 490

132 1 775 203 1 29.3

131 1 885 1 261 1 615

8 1 190 1 57 500 1 148 1 370

80 1 750 1 198

102 1 353 1 102

75 I 433 1 118 J 16.9

180 1 56 1 123 1 37

% il1 2220 L 607 2930 1 815 1 2480 1 662 1 2542 1 695

注) 生産量の計算式 :U.+(U2-Gl),U:放牧終了時の移動ケージ内草量
G:放牧終了時の移動ケージ外草量

放牧全期間の 10a当た り牧草生産量には年次間差異がみられた.すなわち1977年 (造成後2年目)

の生草量 2,220kg(乾物量 607kg)は最も少なく,1978年の 2,930kg(815kg)は最も多かった.1977

年の生産量の少ない理由は造成後の年数が若 く草生の確立が充分でなかった事と夏の低降水量が考え

られる.一万1978年の多収の理由は明らかでないがか,3年間の施肥量には大きな変化がないので,

夏と初秋における降水量の分布状態が他の年次より恵まれていたことが一因と考えられる.なお3か

年間の平均生産量は 2,542kg(695kg)であった. この平均生産量は,宮崎県総合農業試験場酪農支

場 (以下宮崎県農試という)内の黒ボク土で栽培されたバヒアグラス放牧草地の生産量 (造成後2年

目の1969年,風乾量 1,162kg)6)の約70%に相当した.牧草の生育 ･収量は,気温,降水量,施肥,

草地利用管理方式のほか土壌条件などによって影響をうけるが,上述した両試験地の草地利用方式は

放牧で,窒素施用量は 10a当た り20kg前後ではづ煩似 した.しかし5月から10月までの生育旺盛

期の平均気温は,宮崎県鳥試が住吉牧場より約 3oC低い点を考慮に入れると,両者の牧草生産量の

差異は土壌の差異によるところが大きいと推量される.

牧草生産量の月別構成割合 (3か年平均値)をみると,6月の生産割合が最も高 く29.3%で,これに

7月の25.9%が続き,両月の生産量は全体の55%を占めた.8月の生産割合は14.7%で9月の16.9%

よりく低 く,最低は10月の5.3%であった.この月別構成割合を年毎にみると,1977年と1979年は上

記の傾向を示したが,1978年は7月の生産割合が最も高く,これに9月が続き,6月は8月よりも低
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い割合であった. 3か年間に共通した点は, 8月の生産割合が 7月よりも低 く,また10月が全期間中

最低であることであった.1978年 6月の生産量とその割合が他の年次より低いことは,この年の5月

下旬から6月までの期間中の低降水量に一国があると考えられる.宮崎県鳥試6)では,生産割合の高

い月は9月と7月で,いずれ も23-4%の範囲にあ り,これに8月が続き,この3か月に全生産量の

約65%が集中し,かっこの期間の月別構成割合の較差は比較的小さかった.かような牧草の季節生産

性の傾向は,住吉牧場における6, 7,9月に生産が集中し,かつ月別構成割合の較差が大きい点と

著しく相違した.これは気象特に降水量と土壌の相互作用のちがいによるものと考えられる.

5. 現存量,採食草量および放牧利用率

各年次の月別の現存量,採食草量お よび放牧利用率を表 3に, また 3か年の平均値を図3に示し

た.

表 3 月別の現存量,採食草量 (10a当たりkg)および放牧利用率

物 坐

10a当た り現存量は生産量と同様に年に よって異な り,最高は1978年の生草量 4,407kg(乾物量

1,235kg),最低は1979年の 3,495kg(934kg)で, 3か年平均は 3,836kg(1,061kg)であった.農林

水産省九州農業試験場畜産部 (以下九州農試という)5)内の黒 ボク土で栽培されたバヒアグラス放牧

草地における現存量の平均値は 10a当た り生草量 4,607kgであった.したがって本調査の平均現存

量 3,836kgは九州鼻試の現存量の83馴 こ相当した.
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5 6 7 8 9 10 円

図 3 月別の現存量,採食草量および放牧利用率 (3カ年平均)

現存量は調査牧区に設置したプロテクトケージ内の草量を滞牧期間の最終日に秤量したもので,そ

の時の牧草の草丈を表4に示している. 5月は気温の上昇時で,牧草の生育量が漸次増加する時期に

あた り,10月は生育量の低下する時期でしかも放牧が2回行われている.したがって両月とも牧草の

草丈は他の月より短か く,それぞれ 17cm と 15cm であった.一万7,8, 9月の草丈はいずれ も

30cm 前後であった. したがって月別の現存量は3か年を平均してみると5月と]0月が最も少なく,

6月から9月までの各月の現存量には大差がなかった.

10a当た り採食事量をみると, 年による差異がみ られ, 最低は1977年の生草量 2,097kg(乾物量

588kg)から最高は1978年の 2,440kg(683kg)までの範囲で, 3か年の平均は 2,218kg(614kg)で

あった.この量は九州農試5)で得られた褐毛和種若令去勢牛による時間制限放牧時の 2,639kg(生草

量)および昼夜放牧時の 3,070kgより少なか った.10a当た り採食草量は現存量および採食の程度

によって大きく左右され,また不食過繁地の発生状況にも影響されるから,試験地間あるいは同一試

験地における年次間の比較は容易でない. 3か年の平均採食草量を月別にみると,現存量がほぼ等し

い6月から9月までの4か月間では7月が最低で6月が最高であった.これは次にのべる放牧利用率

と密接な関係をもっている.

放牧利用率は現存量に対する採食草量の割合で,選択採食の程度を示し,家畜の生産性と牧草の再

生に重大な影響を与えることは周知のてお りである.本調査牧区の放牧利用率は各年次とも月による

変動が大きいが,放牧全期間の平均値をみると,最大は1979年の61.2%,最小は1978年の55.3%,中
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間は1977年の58.0%で, 3か年の平均値は58.1%であった.前掲の九州農試5) における放牧期間の平

均値は制限放牧時58%,昼夜放牧時65.8%で,制限放牧時の放牧利用率は本調査の場合とほぼ同じで

あった.一般に放牧利用率の適正範囲は寒地型牧草地の場合に55-65%13)といわれてお り,本調査の

利用率はこの基準内にあった.放牧利用率の月別変化をみると, 3か年のうち2か年は 7月の利用率

が最も低く,10月は3か年とも最も高かった.なお5月と6月は1979年を除く他の2か年において7,

8, 9月より高い水準であった.一般に放牧利用率は春と秋に高く,夏に低い傾向を示した.利用率

は排糞による不食過繁地の生成, 6月下旬から8月にかけての出穂茎の増加にともなう牧草の噂好性

の低下などにより左右される.不食過繁地の面積は春から夏に向けて増大するから, 7-8月に掃除

刈 りを行 うことは,可食草量を増し,牧草の噂好性を高める結果,放牧利用率の低下を回避すること

が可能である.この事は図2に示した8月下旬にのみ掃除刈 りした1979年の8月の放牧利用率が 7月

より低い事からうなずける.10月の利用率が他の月,とりわけ5, 6月より高いのは,現存量が少な

いにもかかわらず放牧延頭数を6-9月なみに維持したからである.

6. 放牧頭数,放牧時間および推定採食草畳

表 4に 10a当た り放牧延頭数,放牧延時間および 1日当た り推定採食草量の3か年平均値を示した.

表 4 10a当たり放牧延頭数と1日当たり推定採食草量 (3か年平均)

10aの採
食 草 量

(乾物kg)
牧延時間

ケ ー ジ 内 lケージ外 l(時間)

10aの放
牧延頭数

(顔)

放牧牛の
平均体重

(kg)

1日の採
食 草 量
(乾物kg)

17.4 I 8.6

採食草量
の体重比

(%)

22.6 1 5.2 1 582 J 7.5 1 1.3

25.6(52.4)1 ll.0 12.5 1 590

7 1 104 35.9(53.8)l16.9 1 56.1 ll.5 1 578

8 1 130 32.1(51.0)l14.1 67.0 1 12.0 1 561 1 10.8

30.3 1 11.6 68.9 1 12.8 1 560 1 9.9 1 1.8

68 I 15.0 1 8.0

合計平均 l 6161 26.0 l ll.7

6.1 1 1.1

9.2 1 1.6

*牧区の滞牧期間最終日における移動ケージ内,外の草丈.( )は出穂茎の草丈.

本調査における毎日の放牧牛群は,牧場で繋養される搾乳牛および乾乳牛からなる約25頭の 1群で

あった.

10a当た り放牧延頭数 (1日の放牧頭数×放牧 日数)は, 5月から10月までの6か月間65.1頭であ

った.月別にみると5月は最も少なく5.2頭で,他の月の11-13頭の約半分であった.この月は放牧

開始月で,前にのべたように牧草の生育量が増加し始める時期であるため,各年次を通 じて牧区の放

牧回数は1回.滞牧 日数は3日であった. 6月からは大体月 2回の割で放牧された.時間制限放牧で

あったため,10a当た り放牧延時間 (1日の放牧時間×放牧頭数×放牧 日数)をみると,放牧全期間

で339.5時間,月別にみると5月が最も短かく22.6時間,他の月は56-69時間であった.

1日1頚当た り推定採食事量 (10a当た り採食草量÷10a当た り放牧延頭数)は, 3カ年 の放牧全

期間の平均が 9.2kg(乾物量)で,体重 (平均 572kg)の1.6%に相当した.月別の推定採食事量は,

6月から9月までの牧草の生育旺盛期のうち7月が最 も少な く 9.0kgで全期間の平均値を多少下回
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り,最も多い月は6月の 11.8kgであった. 5月から10月までの6か月間では10月の 6.1kgが最低で

あった.搾乳牛の給与飼料のうち粗飼料の給与量を,乳牛の健康と乳質,乳量の面から,乾物量で体

重の1.3%以上とするならば,10月を除く他の月はバヒアグラス草地から必要乾物量を供給し得たち

のと考えられる.

7. バヒ7グラスの栄養価の季節変化

1) 飼料の一般成分

3か年にわた り放牧地から採取したバヒアグラスの一般成分の平均含量は前報14)において記述 し

た.ここでは一般成分の季節変化を図4に示した.
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図4 飼料の一般成分の季節変化

粗蛋白質の放牧全期間の 3か年平均含量は乾物中12.1%であった.季節変化をみると, 5-6月は

13%を上回 り,最高は14.7%を示したが, 7月と入ると減少し7月中旬から8月中旬までほ10%を割

り,8月上旬には最低値 8%に減少した.しかし8月下旬から増加し, 9月に入ると12%を上回 り,

10月上旬には14%に達したがその後は再び低下し10月下旬には12%を示した.

粗鉄椎は粗蛋白質と反対の傾向を示した.放牧全期間の3か年平均値は乾物中29.8%であったが,

5月から6月上旬までの含量は平均値 より低 く25-26%で,6月中旬から増加し6月下旬に30%を越

し, 7月下旬から8月上旬には最高の約34%に達した.しかしその後は減少し9月下旬からは30%を

割 り,とりわけ10月には約27%を示した.

NFE含量は季節による変化が明らかでないが,一般に放牧期間の初期と末期および夏期に高く,令

量は46-50%の範囲であった.

粗脂肪の平均含量は 3.3% (乾物中)で,このレベルを上回る時期は 5, 6月および9月中旬以降

で, 7, 8月は 3%を割 り,最低値は 8月上旬の2%であった.

以上のような粗蛋白質と粗繊維の季節変化は,九州農試3･4)お よび野中らや15)や五島ら16)が長崎県
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総合農林センターにおいて得た結果 と一致 した.夏期における粗蛋白質含量の減少と粗繊維含量の増

加は,気温の上昇の影響によることが報告16)されてお り,また出穂茎の増加 もその一国 15)と考えられ

ている.出穂茎が 6月下旬から8月にかけて増加することは,表 4からうかが うことが出来る.

2) 細胞壁構成成分

細胞壁構成成分,すなわち NDF,ADF, リグニン,粗珪酸の平均含量を表 5に,また前者 3成分

含量の季節変化を図5に示した.

表5 細胞壁構成成分とCaおよびPの含量ならびに有機物消化率

荏) 成分含量は乾物%で示す.平均値士標準偏差.
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図 5 細胞壁構成成分の季節変化
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NDFの平均含量は乾物中79.9%であった.この平均含量を上回る時期は 7, 8月で83%以上にも

達し,一万5,6月と9,10月の含量は平均値を下回った.ADFの平均含量は乾物中40.5%で,こ

の含量を越す時期は7, 8月で, 5, 6月と9,10月は NFD と同様に平均含量を割った. しかし

9,10月の含量は5,6月の含量より3%程度多かった. リグニンの平均含量は乾物中4.6%で,

8月はこのレベルを越し,他の時期は平均値より低く,特に5, 6月は平均値より1%低 く, 9,
,
0

7

1

月は平均値に接近した.粗珪酸の平均含量は乾物中2.5%で, 7, 8月は他の月より高かった.

NDF,ADF, リグニン,粗珪酸は共に7, 8月にその含量を増し, 5, 6月と9,10月には減少

する傾向を示した.この場合, 5,6月にくらべて9,10月における減少の程度は NDFよりもADF

とリグニンの場合に大きかった. なお ADFとリグニンの季節変化は粗放椎の場合に類似する傾向を

示した.

3) Caと P

家畜が多量に必要とする無機物のうち,牧草に欠乏しやすい Caと Pについて,放牧期間中の平

均含量を表5に示した.乾物中に Caは 0.39%,Pは 0.22% 含有れきた. 日本乳牛飼養標準17)に

よると,乳量 20kg以下の泌乳牛の Ca要求量は飼料乾物中0.43%,Pは 0.33%であるから,両成

分ともこの水準を下回っている.

CaとP含量の季節変化を図6に示した.
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図 6 CaとPの季節変化

Caは春と秋の季節に上述の乳牛要求量に達しているが, 夏期にはそのレベルを下回った.一方 P

は Caにくらべて季節変化はほとんど認められなかった.

4) invitro有機物消化率

表5に invitro有機物消化率の平均値を示し,また図7にその季節変化を示した.

消化率は年次間に有意差はみとめられず,その平均値は78.7%であった.この値を上回る時期は5

月と6月で84%に達し,次いで9月中下旬の82%であった.一方平均値を割る時期は 7月と8月であ

った.春の高い消化率は 7月に入 り急速に低下し, 7月下旬から8月中旬にかけて最低の73%を示し

た.その後9月に入ると消化率は上昇し82%程度に達したが,10月中下旬には再び低下し約75%を示

した.かような消化率の季節変化は九州農試で得られた結果3,4) とはば一致している.すなわち褐毛

和種若令去勢牛を用い,酸化クローム ･クロモーゲン法で測定した有機物消化率は, 5, 6月には80

%であったが, 7月上旬から8月下旬にかけて67%に低下し,以後若干増加し9月には72%程度とな

り,10月に入ると再び低下した.10月における低下の程度は年次によって相違した.
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図7 invl'tro有機物消化率の季節変化

inviiro有機物消化率は,春から夏にかけて細胞壁構成成分の増加ならびに粗蛋白質の減少に対応

して低下し,特に暑熱時における低下の傾向が著しかった.表6は消化率と密接な関係のある牧草成

分を示した.細胞壁構成成分の中で特に リグニンと ADF, また一般成分の中では粗蛋白質と粗織経

が密接な関係をもつ成分であった.

表 6 有機物消化率と密接な関係のある成分

成 分 l 相 関 係 数

荏) *5% 水準,**1% 水準で有意.

要 約

砂丘地に位置する宮崎大学農学部附属住吉牧場内のバヒアグラス草地の牧養力と同牧草の栄養価の

季節変化について1977年から1979年までの3か年にわって調査した.

得られた結果を要約すると次のとお りである.

1. 牧草生産量は 10a当た り生草 2,200kg～2,930kg,乾物 607kg～815kgであった.放牧利用率

は58.1% (放牧全期の3カ年平均)で,月別にみると7月が最も低く44.6%であった.乳牛成牛 (辛

均体重 572kg)の 1日1頭当た り推定採食事量は 9.2kg(放牧全期の3か年平均乾物量)で,体重比

は 1.6%であった.



三秋ら :砂丘地バヒアグラス草地の牧養力と飼草の栄養価の季節変化 83

2. 飼料の一般成分のうち,粗蛋白質,粗脂肪,粗灰分は春に多 く含まれ,夏に減少し,秋に再び

増加した.一方粗繊維は細胞壁構成成分と同様に夏に多 く含まれ,春と秋に減少した.

3. invitro有機物消化率は春の5, 6月に高く, 夏に低下し, 9月に入ると回復したが10月には

再び低下した.消化率と密接な関係のある成分は リグニン,ADF,粗繊維および粗蛋白質であった.

この調査研究の遂行にあた り, ご協力を頂いた住吉牧場の浜川秀正場長,片山英美ならびに三角

守両教官をはじめ関係職員各位に謝意を表 します.

本研究の要旨は第72回日本畜産学会 (福岡市,1981)において発表 した.
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Summary

Toobtaininformationonthegrazingcapacityofbahiagrasspastureonasandduneandthe

nutritivevalueofherbagefrom it,theinvestigationwascarriedoutatSumiyoshilivestockbreeding

stationbetween1977and1979.

Thepastureusedinthisinvestigationwasapurestandofbahiagrassestablishedonasand

duneborderingontheSeaofHiyuga,Miyazaki,1975.The6.8habahiagrasspasturewasdivided

into9paddocks.About25Holsteincows,averaging572kgbodyweight,wererotationallygrazedon

thepaddocksabout5hourseachdayfrom MaytoOctober.Thegrazingperodoneachpaddock

was3to5days.

Estimatesofherbageproductionanddailyherbageintakewereobtainedonagivenpaddock(No.

3,1.48ha)byaherbage-cuttingtechniquebeforeandaftergrazing.Tenpasturecages(1m2) were

setontheNo.3paddock.Samplesforproximateanalysesweretaken priortograzing from all

paddocksat10dayintervals.

TheresultsobtainedunderthesegrazlngCOnditionsareasfollows.

1) TheherbagedrymatteryieldsperlOavariedfrom 607kginthelstyearto815kginthe
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2ndyear,withameanvalueof695kgforthe3years.

2) Thepaddockwasgrazed10timesinthelstand2ndyearsand8timesinthe3rdyear.

3) Thegrazingintensity(theproportionofdrymatterofgrazedherbageperlOatodrymatter

ofwholeherbageperlOa)forthegrazingseasonineachofthe3yearsrangedfrom 55.3% inthe

2ndyearto61.2% inthe3rdyear,withameanva】ueof58.1% forthe3grazlngSeasons.

4) TheaggregatednumberofgrazingcowsperlOathroughoutthegrazingseasonwas56.3

inthelstyear,76.0inthe2ndand62.9inthe3rd,withanaverageforthe3yearsof65.1.

5) Theaveragedailyherbagedry matterintakepercow overtheentire6monthsofthe

grazingseasonvariedfrom 8.9kginthe2ndyearto10.4kginthelst,withameanvalueforthe

3yearsof9.2kg,whichwasequivalentto1.6% ofthebodyweight.

6) A highercontentofcrudeprotein,CrudefatandcrudeashoccurredintheMay/Juneperiod

withadeclineintheJuly/AugustperiodandasecondarypeakintheSeptember/Octoberperiod.

Thecontentofcrude丘ber,ADF,NDFandligninshowedtheoppositetendency.

7) Pcontentshowednochangewiththeseasons,butCacontentwashigherinspringand

autumnandlowerinsummer.

8) Thehighestinvitroorganicmatterdigestibilityof84% wasrecordedintheMay/June

period,thendeclinedto73% intheJuly/Augustperiodandagainincreasedto82% intheSepte一

mber/earlyOctoberperiodwithadeclineto75% inlateOctober.

9) Znvl'troorganicmatterdigestibilitywassigniacantly (P<0.01)relatedtolignin,ADF,

crudefiberandcrudeproteincontentandthecorrelationcoeBicientswere-0.698,-0.697,-0.645

and0.680,respectively.
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